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●鉄道及び高速道路により、太平洋側、日本海側と結ばれており、会
津鉄道等で、首都圏とも直結

●喜多方市から南会津町を結ぶ会津縦貫道が完成すると、山形県と栃
木県を結ぶ南北の広域のネットワークの要となる

●コンピュータ理工学専門大学である会津大学を中心とした、情報通
信技術関連産業（ICT）の拠点化や新産業創出

●豊かな自然や食、温泉、スキー場、歴史文化など、魅力的な観光資源にあふれ、通常
の観光に加え、教育旅行やインバウンド、ワーケーション等の新たな観光需要の期待

会津若松市・喜多方市・北塩原村・西会津町・
磐梯町・猪苗代町・会津坂下町・湯川村・
柳津町・三島町・金山町・昭和村・会津美里町

■福島県の北西部に位置
■磐梯山や猪苗代湖等を始めとする美しい自然
■仏都会津と称される仏教文化や武家文化、豊かな食文化を始め、漆器、陶芸等の伝統
工芸、蔵や古い洋館などの美しい街並みなど、歴史・文化が息づく本県観光の中心

●産業構造の内訳（上位）
　製造業� � �　�164,942 百万円（19.2％）
　保健衛生・社会事業　92,706 百万円（10.8％）
　不動産業� �　　92,392 百万円（10.7％）
●農業では会津盆地は稲作中心で、清酒、味噌、漆器、陶磁器、木工
品といった伝統的な地場産業も盛ん

●山間部は過疎化・高齢化が進む豪雪地帯であり、豊富な雪解け水を
利用した水力発電所や地熱を利用した発電所が立地

●交通網の利便性をいかし、電子部品・デバイス、電子回路関連・医
療用機械関連産業を中心に産業が集積

会 津 地 域

1 地域の概要・特徴
面　積

3,078.78㎢
（県全体の 22.3％）

人　口
229,158人
（県全体の 12.6％）

（年少 11.1％ / 生産 52.8％ / 高齢 36.1％）

世帯数
90,374世帯
（県全体の 12.1％）

地域内総生産
8,612億円
（県全体の 10.9％）

就業人口
119,865人
（県全体の 13.0％）

概　要

特　徴

会津縦貫北道路の様子

磐梯山と稲穂
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●少子化・若年層の他地域への流出による人口減少や高齢化が、県平均を上回って進行していること
に伴い、地域の様々な活動を担う人材が不足してきており、地域活力の源となる人材の育成・確保
による地域力の強化が求められています。

●全線復旧する JR只見線などの地域資源を活用した、交流人口や関係人口の拡大、さらに、域外か
らのUIJ ターン等による移住定住促進が求められています。

●地域の絆や多世代交流が残る持続可能な地域社会を維持するため、出会いから結婚・出産・子育て、
介護まで地域全体で互いに支え合うコミュニティづくりや子どもたちが安全に安心して学び・遊べ
る環境づくりが求められています。

●会津地域に貢献する人づくりとして、学校と地域社会が一体となった地域への理解を深める取組や
特色ある教育などにより、未来を担う子どもたちを育むことが求められています。

●人的・財政的資源が限られた中で、会津地域全体の共通課題に対して、広域連携及び官民一体によ
る課題解決が求められています。

2 地域の課題

自然風土・歴史・伝統文化・産業など、会津の「宝」
を最大限にいかし、地域連携により、光り輝く会
津地域を創造します。

会津地域の目指す方向性

地域の課題

課題1 人口減少・少子高齢化への対応

施策1 「会津地域を支える担い手の育成・
確保と魅力ある地域づくり」を進めます。

P.178 へ
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●平成 23（2011）年新潟・福島豪雨や令和元年東日本台風などによる大きな災害を踏まえ、道路や
河川、ため池等、災害に強いインフラ整備を推進するとともに、国土強靱化と地域防災・減災体制
の強化、住民意識の向上が求められています。

●過疎・中山間地域の医療を支える宮下病院の機能充実や会津医療センターとの連携など地域医療・
在宅医療の確保・充実、さらに高齢化率の高い当地域では、地域包括ケアシステム構築の実現に向
けた保健・医療・福祉の連携、それを支える医療・福祉に関わる人材の確保が強く求められています。

●平成 23（2011）年の東日本大震災及び原子力災害により、県民の健康指標が一層悪化したことか
ら、引き続き「健康長寿県」を目指した生活習慣病の発生・重症化予防対策や、食品の安全意識の
高まりを受け、食品に対する安全・安心が求められています。

●地域住民の交通手段となる地域公共交通や各種情報通信ツールの利便性の向上など、地域における
生活基盤の維持・改善が求められています。

●空き家の増加による防災や防犯などの課題があることから、地域景観の保全及び移住受入や地域活
動拠点のための利活用など空き家対策が求められています。

●豪雪地域における孤立集落の解消、及び冬期間の除雪対策や、地域に密着した生活道路の整備と適
切な維持管理が求められています。

地域の課題

課題2 安全・安心な生活環境の確保

施策2 「誰もが暮らしやすい会津地域の
生活環境づくり」を進めます。

P.179 へ

●会津の自然や歴史・文化、地域産業などをいかした教育旅行の再興や、JR 只見線の利活用促進に
よる広域観光の推進、グリーン・ツーリズムを始めとした滞在型観光の拡大を図るため、観光資源
の更なる磨き上げや SNS等を活用した効果的な情報発信が求められています。

●会津大学の先端 ICT ラボや ICT オフィスビル「スマートシティAiCT」の立地をいかして、ICT
を活用した新サービスやビジネスモデルの開発を始め、産業創出や企業誘致など新たな産業集積が
求められています。また、SDGs の視点に立って、環境に配慮した産業活動等への支援が求められ
ています。

●農林水産業の担い手の確保・育成や、米を始めとする農林産物の需給変化に適応できる力強い経営
体の育成、高品質化による競争力の強化、ICT等を活用した低コスト技術の導入、園芸品目の広域
集出荷体制の構築、内水面魚種の増養殖技術の開発など、農林水産業の持続的発展のための新たな
展開が求められています。

●漆器、陶磁器、木工品などの伝統工芸品や日本酒を始め地域資源を用いた酒類など、地域産業の技
術継承と後継者養成に加え、国内外への情報発信や更なる地域ブランド力の向上・販路拡大などに
よる産地育成が求められています。

●若年労働者の流出が続いているため、早い段階から地元企業の魅力に触れる機会の創出やワーク・
ライフ・バランスを推進するとともに、産学官連携による新産業・新技術に対応する人材育成等が
求められています。

課題3 地域特性をいかした地域産業の振興

施策3 「新たな時代を拓く会津地域ならではの
産業づくり」を進めます。

P.180 へ
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●会津地域に息づく歴史や伝統文化を次世代へ確実に継承するとともに、地域の方々の理解と協力の
下、歴史的街並みや建物を適切に保全し活用することが求められています。また、新しい地域の宝
や価値を再発見し、地域資源を磨き上げていくことも求められています。

●磐梯猪苗代地域や阿賀川・只見川沿いの地域等を始めとする、水環境や美しい田園空間、森林など
自然環境の保全とともに、観光地として人々が訪れる地域景観の維持やビューポイントの整備も求
められています。

●有害鳥獣による被害が農作物にとどまらず生活圏や観光エリアにも及んでおり、会津全域を視野に
入れた広域的な対策が求められています。

●地域特性をいかした小水力発電や木質バイオマスエネルギー等、再生可能な地域資源の利用推進が
求められています。

地域の課題

課題4 美しい自然との共生と伝統文化の保全・継承

施策4 「後世に残すべき会津の宝を守りいかす取組」を進めます。
P.181 へ
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会津地域を支える担い手の育成・確保と魅力ある地域づくり施策1

●地域おこし協力隊による地域協力活動や、市町村及び民間
団体・民間企業等の地域づくり活動への支援、地域コミュ
ニティの維持のための支援を行い、地域課題の解消や地域
づくりの方向性を共有し、関係者と連携して行う魅力ある
地域づくりを推進します。

● JR 只見線の利活用促進に取り組むほか、会津縦貫道を始
め道路ネットワークを強化し、広域的な観光ルートの整備
等による交流人口や関係人口の拡大を図ります。また、過
疎・中山間地域の地域資源をいかした仕事と暮らしの体験
や地域との交流を通して、移住コーディネーターによる支
援及び新しい働き方・暮らし方「ふくしまチャレンジライ
フ」などにより移住・定住を推進します。

●建設業は雪の多い会津地域において、災害復旧や除雪作業
に欠かせない役割を担っていることから、建設業に係る事
業や地域活動を広く PRするなどにより、会津地域の安全・
安心を守る担い手確保につながる取組を行います。

●妊娠期から子育て期にわたる育児や健康に関する包括的な
相談や支援を提供する「子育て世代包括支援センター」の
機能充実や、質の高い保育サービスの提供、子どもたちが
安全に安心して遊べる場所等の整備などの市町村が実施す
る子育て支援策の一層の拡充について支援します。

●会津地域の子どもたちの人間力を育むため、小学校・中学
校・高等学校が連携した指導力の向上を図るとともに、地
域学校活性化推進構想や地域課題探究活動の推進など学校
と地域社会が一体となって、自然環境や歴史・伝統文化な
ど地域資源をいかした特色ある教育を進めることにより、
地域への理解を深め、郷土への誇りを育み、会津地域の未
来を担う人材を育成します。

●市町村、民間組織、県等の関係機関が連携を強化して課題
解決を図るための「会津地域課題解決連携推進会議」を中
心に、人口減少対策や地域産業の活性化等に取り組む具体
的な各種プロジェクトを進めます。

主要施策

地域おこし協力隊（会津塗）

チャレンジライフ（本郷焼）
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誰もが暮らしやすい会津地域の生活環境づくり施策2

●地域住民の命を守り、災害に強い道路の整備と維持管理、
洪水被害の軽減に向けた河川の整備と維持管理、さらに、
土砂災害から生命と財産を守る砂防関係施設の整備や危機
管理型水位計・ライブカメラの設置、浸水想定区域図の作
成を進めるなど、防災・減災、国土強靱化に向けてハード
とソフトが一体となった総合的な対策を推進します。

●風評被害の払拭や地産地消の推進、農林業の生産力・販売
力の強化とともに、農業用施設の老朽化・耐震化対策や、
森林の持つ多面的機能が効果的に発揮されるよう森林整備
や治山対策を行うなど、ハードとソフト両面での対策を進
めます。

●高齢者が安心して暮らし、生きがいをもって、住み慣れた
地域で自立した日常生活を営むことができるよう、地域の
特性に応じた地域包括ケアシステムを構築します。また、
医師派遣や地域医療体験研修の実施など、地域医療や介護
を支える人材の確保に努めるとともに、宮下病院と会津医
療センターの連携による訪問診療や往診等在宅医療を推進
し、地域住民に寄り添った医療・介護提供体制の充実を図
ります。

●がんや循環器病、糖尿病などの生活習慣病の発生及び重症
化を予防するため、地域や職域等関係者と協働し、食や運
動、喫煙、歯科保健に関する啓発活動や支援を行います。
また、放射性物質や新型感染症への対応を組み入れた、ふ
くしまHACCPによる衛生管理の導入を促進することによ
り、加工食品の安全を確保するとともに、風評払拭を図り
ます。

●地域住民の移動手段を確保するため、地域間をつなぐ広域
バスや、市町村が運行するコミュニティバス等への補助な
ど、生活交通対策や新たなモビリティサービスへの取組を
支援するとともに、新型感染症の影響で経営が悪化した交
通事業者に対し財政支援を行い、感染対策を補助すること
で生活路線の維持と安全を図ります。

●空き家調査等により空き家情報の集約及び情報発信を進
め、空き家利活用の支援など、市町村と連携した空き家対
策を推進します。

●積雪時の生活と企業活動等を守る除雪体制の維持と消融雪
対策、また、通院・通学を始め地域の日常生活を支える道
路の整備と適切な維持管理を進めます。

空き家利活用（古民家改修）

除雪作業状況

奥会津在宅医療センター（訪問診療）

災害に強い道路整備�洪水被害の軽減に向けた
河川整備
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新たな時代を拓く会津地域ならではの産業づくり施策3

●国内外からの観光客の更なる誘客を図るため、会津地域の
自然・生活、歴史・文化、伝統工芸品や食の魅力など観光
資源の磨き上げと戦略的な情報発信により、広域連携によ
る周遊・滞在型観光を推進します。

●会津地方におけるデジタル変革の推進に向けて、会津大学
や民間企業等の協力を得ながら、産学官連携によるスー
パーシティや自治体DXの取組を進めます。また、会津地
域における ICT関連産業の振興と人材の育成を図るととも
に、ICT を活用した新サービスやビジネスモデルの開発支
援など、デジタル化を先導する取組を推進します。

●農林水産業への新規就業や法人化を支援し、多様な担い手
の確保と経営の安定を図るとともに、農地や林内路網の整
備、農地の集約化、先端技術の活用による生産性の向上、
内水面魚種の持続的利用を図ります。また、会津の風土を
いかした高品質米や特産品の生産振興、ブランド力の強化
に取り組むとともに、園芸品目の広域集出荷体制の強化や
ネット販売など販路の多様化を支援し、経営体の収益向上
を図ります。

●会津地域ならではの伝統工芸品や日本酒を始め地域資源を用
いた酒類など、地域産業の更なる振興のため、ハイテクプラ
ザ会津若松技術支援センターにおける技術支援などによる後
継者育成や商品開発などブランド力の向上を図ります。

●小中学生のキャリア教育や高校生の職業体験など、地元企
業への就職を促すとともに、テクノアカデミー会津におけ
る職業能力開発など、地域産業を支え、新技術に対応でき
る産業人材を育成します。また、男女ともに働きやすい職
場環境づくりや地元企業のワーク・ライフ・バランスの取
組を促進します。

教育旅行（トレッキング）

アスパラガス先端技術研修

プログラミング教育
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後世に残すべき会津の宝を守りいかす取組施策4

●地域住民や地域の団体が、会津地域の暮らし、歴史・文化、
自然環境等を再発見し、地域の宝として守りいかす取組を
進めます。また、街並み景観の保全・形成と連携した無電
柱化事業の推進や、重要伝統的建造物群保存地区や歴史的
建造物の保全・活用を進める市町村と連携した取組を進め
ます。

●国立・国定公園や県立自然公園を始めとする観光地の
ビューポイントや施設の整備により景観を維持・保全する
とともに、住民が行う維持・保全活動を支援し、美しい田
園空間や自然環境の保全を進めます。

●各種トレイル構想との連携など、会津地域の道路・サイク
リングロード等を活用し、自然、文化、暮らしをいかした
トレイルランニング等の取組を進めます。

●持続可能な地域運営の仕組みづくり「小さな拠点づくり」
を推進し、集落等が実施する鳥獣被害防止対策を支援する
とともに、市町村、関係機関・団体と広域連携した新たな
鳥獣被害防止対策に取り組み、住民や観光客の安全・安心
の確保を進めます。

●豊富な水資源や森林をいかした小水力発電や、木質バイオ
マス発電を促進し、地域資源の循環利用を推進します。

街並みの景観と連動した無電柱化事業

観光地のビューポイント


